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序 言

ネパールにおける歯科疾患の疫学的調査の報告

は Robison,1)Rajbhandari2)によってともに1981

年になされた二編を数えるのみである｡それ故,

WHO GlobalOralEpidemiologyDataBank3)

に蓄積されたこの国における歯科疾患の罷患状態

に関する情報はないに等しく,WHO (世界保健

機関)の委嘱を受けた Dr.IngolfJ.Mollerは視

察結果にもとづ く疫学調査計画の立案に及んだ

が4),1977年,1982年の二度にわたり実施を勧告

されたこの計画の実行をみるまでに到っていな

い｡6)

著者らは1977年12月,1980年 8月,新潟大学の

メディカルチームがカトマンズを訪れた際の検診

資料をもとにう蝕,歯周疾患の曜患概況5) とう蝕

罷息に関する解析を行った｡今回加 うるに歯周状

態に関する解析を試みるものである｡

対 象 と 方 法

対象 :1977年にBhanuMadhyamikVidyalaya

HighSchoolの中級学年に在籍する6-25歳の生

徒 195名を,1980年に同校の9-20歳の生徒 300

名,私立幼稚園 SiddharthaShishuNiketanに

通う1-8歳の園児98名とその母親を中心とする

家族等75名 (10-75歳),またカトマンズ郊外のバ

ランブ-の村落住民133名 (3-82歳)を検診し

た6)｡対象者の性,年齢構成はWHO刊行の歯科

検診のための手引書に推奨された年齢区分によれ

ば既に報告のごとくである6)0

方法 :歯周状態に関してはRam勺Ord指数を7･8)

診断基準として採用し,歯列の保存状態に関して

は4度分類のう蝕検出基準に従い検診した記録資

料をもとにした｡Ramijord指数 とはPlaquelndex

(PI),Calculuslndex(CI),PeriodontalDisease
Index(PDI)からなり夫々,歯垢付着,歯石付着,

歯周状態を評価しようとするものである｡PIは0

から3までの4段階に分かれ,おおむね次のよう

な基準を示す｡

PIo;歯面に歯垢が存在しない

PI1;歯面の一部にある

PI2;歯冠表面の兄までの範囲を歯垢が占める
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PI3;それ以上である

CIも0から3までの4段階に分かれ,その基準は

あらまし以下のようである｡

CIo;歯石なし

CI1;歯肉縁から1mm以内の範囲に線上歯石

が存在し,縁下歯石はない

CI2; 中等度の線上,縁下歯石があるか縁下

歯石のみがある

CI3;大量の線上,縁下歯石がある

PDIは0から6までの7段階に分かれ,3までは

歯肉の急性炎症を,4からは歯肉退縮を評価しよ

うとするものである｡すなわち, 0から3までは

上皮付着がセメント･エナメル境にあることを前

提とし,被検歯が0から3までの所見を呈してい

ても,4から6に該当するようであれば0から3

までの点数は無視される約束となっている｡これ

は,歯肉退縮すなわち慢性炎症のほうが可逆性の

ある急性炎症より歯周疾患として重 く,深刻であ

るとの考えに基く｡その基準は大体次のようであ

る｡

PDIo;歯肉に炎症所見が督､bY

PDI1;歯牙仝周に及ばない軽 ･中等度の歯肉

炎

PDI2;歯牙全周に及ぶ高度の歯肉炎

PDI3;出血傾向,潰壕形成等非常に高度な歯

肉炎

PDI4;上皮付着の根尖側移動がみられ,歯肉

嚢底からセメント｡エナメル境までの

拒艶が3mm以内のとき

PDI5;両者の距艶が6mm以内のとき

PDI6; それ以上のとき

Ramijord指数は以上のような基準を紬 の現存

歯に適用し,点数の和を検査歯数で除し各人の指

数を算出する｡また,集団には各人の指数の平均

値をもって代表させる｡

被検者数の不足散に,歯牙年齢と身体発達の面

から,未成年 (19歳以下)では9歳以下,10-14

読,15-19歳の年齢群に区分し,成人(20歳以上)

では歯周疾患の病型からみて,20-29歳,30-54

読,55歳以上に区分した｡

以下に挙げる①～③の項目の数値を算出し, 1

歳毎もしくはWHOの年齢区分3)におけるt検定

とMR/SMR比による全体比較をこれらの数値につ
いて行った｡MR(平均比)-∑t/K(K:t値を算
出した級の数),SMR(MRの標準誤差)- 1〟正三に
より計算される｡

① Plaquelndax (PI),CalculusIndex (CI),

PeriodontalDiseaselndax(PDI)の平均

値,標準偏差

② 被検歯 (覇 者)中1歯でも PIlから3,

PI2と3,CIlから3,PDI2と3,PDI

4から6,PD15と6を記録した被検者の

実数と百分率

③ M 歯 (C4,M), 未萌出歯 (先天的欠損

歯を含む),除外歯 (う蝕以外の原因によ

り喪失した歯), 現在歯 (C1,C2,C3,F

歯,う蝕を認めない形態異常歯), 夫々の

平均値

結 果

(1)学童の歯周と歯列の状態 :1977年,1980年

の検診とも各々194名,299名中除外歯即ちう蝕

以外の原因により喪失した歯は1歯も無く,M歯

は1977年では10-14歳の137名中に合計4歯,15

-19歳の40名中に1歯みられ,1980年でも同程度

であったことは既に報告した6)｡1977年,1980年

とも,15-19歳では宇精一のほぼ仝歯 (27.5歯以

上)が歯列中にあった｡ここに至る9歳以下,10

-14歳の各年齢群でも年齢にみあった歯牙の萌出

状態であった｡両検診を通じ殆んど全ての学童が,

PIl以上を示し,さらにそのうちの10%～50%が

PI2,3を示した｡CIl以上を示 したものは9歳

以下で20%～30%,10-14歳では¢斜0%,15-19

歳でほぼ60%であった｡また,PDI4以上を示し

たものは,15-19歳で男女別,検診年度別に%～

%に及び,10-14歳では10%～20%,9歳以下で

も1977年にはみられなかったが,1980年には20%

みられた｡PDI5以上を示したものは末だ無く,

PD14以上を示 したものを除 く残 りの被検者
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表 1 1977年,1980年における学童の歯周状態
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PI,CI,PDI平均値と標準偏差 (括弧内),とPIl,PI2, CIl,PDI4,PD15の各基準値以上及びPDI2,3
を記録した被検学童の実数と百分率,表2, 3も同様である

に PD12と3を示したものはいなかった｡PI,CI,
PDIの平均は夫々,表 1に示す通 りである｡

各年齢毎の t検定をもとにした MR/SMR比に

よる全体比較では1977年,1980年 とも②,③に挙

げた全ての項目について男女差はなく,1977,1980

年の男一男,女一女どうしの比較でも1980年の男

子の萌出歯平均が1977年より多く (P<0.05),莱

萌出歯平均は逆の関係 となりP<0.05でやはり有

意差が認められ,PI2, 3を示 したものの率が多

かった (P<0.05)以外差は認められなかった｡

(2)幼稚園 ･バランブ-村における被検者の歯

周と歯列の状態 :1- 8歳の園児98名のうち17名

に永久歯萌出をみ6), 家族75名とあわせて幼稚園

における被検者は92名である｡30歳未満では除外

歯は無 く,M歯も殆んど無い｡ (20歳以下にM歯

は無 く,20-24歳の平均は0.02歯,25-29歳の平

均は0･33歯であった)従ってjii の殆んど仝歯

(27.5歯以上)が歯列中にあり,機能していた6)0

30-54歳では男性より女性にM歯が多く加齢的に

漸増する6)｡ 除外歯が男性には無いが,女性では

僅̀かにあった (平均-0.08歯)｡ 男性においては

圭 汁 の殆んど全歯が歯列中にあって機能 してい

る (27.60歯)が,女性では加齢的に漸減した6)0

20-54歳の成人66名では殆んど全ての被検者がPIl

表2 幼稚園における被検者の歯周状態
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以上を示し, そのうちほぼ%～%が PI2,3を

示した｡CIl以上を示した被検者は学童の場合よ

りさらに増し80%ないし90%を越えた｡PDI4以

上を示した被検者は80%以上でPDI5以上を示す

ものも加齢的に急増し最終的 (54歳まで)には全

被検者の%以上を占めた｡PDI2, 3を示す被検

者は残りの20%に観られなかった｡PI,CI,PDI

の平均は夫々表2に示す通りである｡

20-29歳,30-54歳の年齢群を各年齢毎とWHO

の年齢区分での t検定から算出したMR/SMR比

による二年齢群 (20-29歳,30-54歳)の全体比

較では(a,③に挙げた全ての項目について男女差

を認めなかった｡

バランブ-村における検診では殆んどの被検者

はPIl以上を示し,そのうち半数からほぼ全員が

PI2,3を示した｡CIl以上を示したものは10-14

歳で既に70%ないし80%を越え,その後もこの率

を保っていた｡PDI4以上を示したものは15-19

歳で%に達し30-54歳でほぼ全員がPDI4以上を

示した｡ PDI4以上を示した被検者以外の内で

PDI2,3を示したものはいなかった｡ PDI5,

6を示した被検者に限ってみると20歳未満にはみ

られないが20｣29歳や10%itJ16%にみられ30-54

歳では%にみられた｡55歳以上ではPDI5, 6を

示すものの率が40%以上に増す以外 PIl以上,

PI2,3,CIl以上,PDI4以上を示すものの

率は減少するように見えるが,これは被検歯の減

少によるものである｡即ち,30歳未満では喪失歯,

除外歯は殆んど無 く15-29歳では現在歯平均は

27.5歯以上であり,14歳以下の永久歯萌出状態は

順調である｡また,30-54歳では現在歯数の加齢

に伴う減少がみられ,特に女性において著しい6)0

55-64歳,65歳以上では現在歯数は男女を問わず

さらに減少し6),21.50歯,16.43歯であり,現在

歯数15歯以下の被検者の率も%,兄と急増した｡

55歳以上にあってそれ以下の年齢群と比較し PI,

CI,PDI平均値が高いことは見かけ上の歯周状態

の改善ともいうべきPDI4以上を示すものの率の

減少が被検歯の減少によるものであることを示唆

している (表3)｡19歳以下,20-29歳,30-54歳,

55歳以上の各年齢群内における,各年齢毎とWHO

の年齢区分による t検定から算出した MR/SMR

比による各年齢群の全体比較では②,③に挙げた

全ての項目について55歳以上のM歯についてP<

0.05で有意差を認めた他は,全く男女差を認めな

かった｡しかし,55歳以上の年齢群でのM歯の有

意差は歯列の状態に関する判断材料として適切で

ない｡M歯はC4歯とう蝕が原因で歯列から脱落し

ている歯を含み (方法に関する記述のうち③項参

照),この歯列中にない歯は検診者の質問によって

表3 Balambu村における被検者の歯周状態
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小 黒

被検者がう蝕によって喪失したと答えればM歯に

含まれ,そうでないと答えれば除外歯として記録

される｡従って除外歯のない場合は被検歯数ない

し萌出歯数からM歯数を引けば現在歯数を算出し

得るが除外歯のある場合は除外歯数も差引かなけ

ればならない｡歯周疾患による露出根面からのう

蝕の場合被検者は質問に対して何と答えてよいか

窮するのではないかと予想される｡被検歯数から

M歯数,除外歯数を差引き現在歯数を算出するこ

とにより歯牙脱落の程度をはかろうとすることは

歯牙機能喪失という観点からは充分であり,M歯数,
除外歯数という要素は重きをなさない｡また,カ

トマンズ,バランブ-村の20-29歳,30-54歳の

被検者について同様の検定を~行なったところ男性

どうし,女性どうLに差を認めなかった｡

考 察 と 結 論

歯口清掃の方法として,灰を指につけて,ある

いは木炭や Chewingstick,時として単に指と水

を用いて歯を磨 くことがネパール郡部では普遍的

に行なわれていることを Robison は記した1)0

カトマンズ (ないしバランブ-村)において歯磨

剤を併用した歯ブラシによる歯口清掃がどれ程普

及しているのかに関して資料はないが,経験的に

考えて歯磨き後でも歯面に多少の歯垢が残る (PI
1)ことは往々にしてあるとしても歯面全体に残

る (PI2,3)ことはない｡とすれば,PI2,3
を示す被検者がカトマンズ,バランブ-村ともに

多いことから歯ブラシによる歯磨習慣はさ程行き

渡っていないと見られる｡検診結果から見る限り

歯口清掃状態には改善の余地があり,歯ブラシに

よる歯口清掃が奨められる｡Robisonにより列挙

された歯口清掃法はネパールの一地方に留まらず,

全土的なものと思われる｡これらの方法は伝統的

で歴史の長いものであり,容易に変更することは

不可能でさえある｡例えば,Chewingstickの

宗教的 ･文化的背景に関する綜説も紹介されてい

る9)｡ しかし,歯口清掃状態の改善に適切な歯口

清掃法の選択は不可欠であり,今回の検診では歯

石沈着を認めるものの率は従来言われるところと

似て10)歯垢付着により歯石沈着が格別助長される

章,そ の 他 25

風とも見えないが,それにより歯石沈着を抑制す

ることも可能であろう｡経験的事実として歯ブラ

シによる歯口清掃の結果,歯面に残存する歯垢の

量は少ないと述べたが,このこと自体本邦におけ

る歯ブラシ使用率は100%に近いということが固

定的観念としてあり,現状において歯ブラシの適

切な使用による歯口清掃が最も効率的かつ合理的

であると考えられる｡

30歳以後女性に喪失歯が目立つが,平均4歯位

までで6)総じて54歳位まで歯列はよく保たれてい

る｡本邦11)や米国10)での調査結果と比較して喪失

歯率が極めて低いことは特筆に値する｡昭和56年

の歯科疾患実態調査によれば,わが国において1

人平均喪失歯数は30歳にして既に2,3歯,55歳で

約10歯である11)｡今回の検診における数値は,30

歳で0.5歯以下,55歳で2,3歯からどう多く見積

っても6,7歯である｡20歳以前のう蝕罷患者率,

DMF歯平均と30歳以降のそれは経年齢的に不連

続であり6)かつ歯周疾患-の罷患率が高いところ

から30歳以降のう蝕は歯肉退縮による根面う蝕を

多く含むものと思われる｡厳密には同一母集団に

属する被検者からこの所見を得ていなければこの

仮定は成立しないが,検診者は実際大臼歯頬側面,

前小臼歯隣接面等にセメント･エナメル境からエ

ナメル質を残しその下に入り込んだように象牙質

を冒しているう蝕を数多く目撃した｡従って効果

的な歯周疾患対策を講ずることによりネパール人

の歯牙の寿命はさらに延びることになるだろう｡

しかし,現実問題として,バランブ-村では55

歳を越えると歯肉退縮 (PDI4以上)を呈するも
のの率が被検歯の減少故に下向するように見える

(表3)にもかかわらず,重度の歯肉退縮 (PDI
5, 6)が増加するということは平均の喪失歯数

が急増することと考え合わせれば歯周疾患が姿を

変え究極の形である歯牙機能喪失に向って蔓延,

増長していることの部分的現象であり,このこと

に対して解決策を模索することはRobison唱える

ところ1)の口腔衛生知識の普及,婦人の地位向上,

栄養に関する考え方の啓蒙に加えて老年学の領域

にまで踏み込んだ考え方が必要となってくる｡
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